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§１．研究開発実施体制  

 

（１）「阿尻」グループ（東北大学） 

① 研究開発代表者：阿尻 雅文 （東北大学 未来科学技術共同研究センター、教授） 

② 研究項目 

・低温改質プロセス評価 

・酸素キャリア気相再生プロセスの確立 

 

（２）「清水」グループ（新潟大学） 

① 主たる共同研究者：清水 忠明 （新潟大学自然科学系工学部、教授） 

② 研究項目 

・小型流動層実験装置試作 

・粒子連続供給・排出の確認、およびガス挙動の評価 

 

（３）「福島」グループ（東北大学） 

① 主たる共同研究者：福島 康裕 （東北大学 大学院工学研究科、准教授） 

② 研究項目 

・低炭素化性能の改善シナリオの検討ツールの開発 

 

（４）「菊池」グループ（東京大学） 

① 主たる共同研究者：菊池 康紀 （東京大学 総括プロジェクト機構、特任准教授） 

② 研究項目 

・詳細プロセスシミュレーション 
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§２．研究開発実施の概要  

 

低温で動作する酸素キャリアを利用したケミカルループ型低温メタン改質プロセスの設計に必要

なパラメータの取得のため、メタン部分酸化反応側、水分解反応側双方について速度論解析を行

った。加えて、改質プロセスモデル試験装置の設計とプロセス評価小型流動層実験装置の試作を

行い、模擬粒子として酸化鉄系粒子を用いた粒子還元と還元粒子と水の反応による水素製造の

実験から、水素製造を確認した。本プロジェクトで開発された酸素キャリアを用いて、メタンと水蒸

気を用いた改質反応を熱重量分析装置および固定層(移動層の固定層操作)で行い、生成物と量

論関係を検証した。 

現在の酸素キャリア利用条件では、酸素キャリアの劣化は認められていないが、酸素キャ

リアが長時間利用により劣化していく場合の対処を想定し、酸素キャリアの再生プロセス

について検討した。その結果、カルボン酸存在下で水熱処理することで、露出活性面が再生

し、酸素貯蔵能も劣化前と同程度に戻ることが分かった。また、水の量を極めて少なくし、

気相条件にした場合でも粒子形状が変化することが確認され、気相再生の可能性について

も示すことができた。 

また、技術アセスメントとして、低炭素化効果に関してプロセスフローダイアグラム案を

評価し、低炭素化との関係性を解析するとともに、低炭素化に効果的なシステム要件を提案

した。さらにプロセスモデルと CO2 排出量算定モデルから、ケミカルループのパフォーマ

ンスと連動して、失活や再生頻度などに応じて、酸素キャリアの製造・再生に関わる排出量

の許容値を検討するモデルの開発を進めた。 
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